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日本大学芸術学部

2023年度 1年生、2年生、3年生、4年生

GPS-Academic

受検結果報告
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日本大学様における教学マネジメント
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GPS-Academic 結果返却物（学生様向け）

思考力
姿勢・態度

経験の
結果概要

思考力・姿勢態
度・経験の詳細を
確認

前回からの伸びを
視覚的に把握

自己評価との
ギャップの確認

姿勢態度の
バランスを確認

過去の経験の
振り返りが可能

大学で積んで
おくべき経験を

アドバイス

学生にはテスト終了後数分で結果がオンラインで返却されます。「協調的に問題を解決する力」を思考力・姿勢態度・経験の観点で現状を
把握できるとともに、複数回受検すると入学時からの伸長や推移を確認できます。
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１．外部アセスメントご導入の背景

２． GPS-Academic概要

３．データご報告
（３－１）データ報告観点 と教育憲章8つの力の到達度検証
（３－２）全学年結果サマリ
（３－３）新入生・在校生結果

４．ご活用事例のご紹介
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GPS-Academic 受検者概要

1年生：692名、 2年生：385名、 3年生：388名、 4年生：338名の学生様にご受検頂きました

受検期間：2023年4月1日～2023年5月31日

計 1年生 2年生 3年生 4年生

大学全体 37,810 13,093 8,832 8,709 7,176

芸術学部 1803 692 385 388 338

※比較データ：
22年度GPS-Academic全国データ（学問系統別・同一学生パネルデータ）（～2023年3月2日まで）
23年度GPSｰAcademic全国データ速報値（2023年4月1日～2023年5月31日まで）
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今年度のデータご報告について

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

2020年度入学生 4年生

2021年度入学生 3年生 4年生

2022年度入学生 2年生 3年生 4年生

2023年度入学生 1年生 2年生 3年生 4年生

2024年度入学生 1年生 2年生 3年生

2025年度入学生 1年生 2年生

2026年度入学生 1年生

■4年間の受検予定

2023年度のご報告

・大学で定める自主創造8つの力に対する
主観での達成度（独自設問内）の集計結果

・学部の各学年の特徴について
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結果サマリ

■8つの力の検証（学生主観評価）

結果

・各学年20％以上の学生が、
⑤「あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦する力」、⑥「他者の意見を聴いて理解し，自分の考えを伝える力」について「身についている」と回答していることが分かった。

・一方で、到達度が全体を通して相対的に低い（「身についている」と回答した学生割合が10％前後）のが、
①「経験や学修から得られた知識・教養に基づく倫理観」、および、②「世界情勢を理解し，国際社会が直面している問題を説明する力」であることも明らかとなった。

・興味深い点として、③「得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をする力」、④「事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案する力」、
⑧「自分の学修経験を振り返って，その結果から自己を高める力」は年次が上がるごとに「身についている」と回答する割合が階段状に上がっており、
実感値が積みあがっていると仮説を立てることも可能かもしれない。

学年 結果

新入生

・大学全体・全国データと比較して、思考力への強みがうかがえた。
特に、入試区分別スコア平均を確認すると、一般選抜・付属系列校推薦を中心に、思考力の高い学生が入学している傾向が分かってきた。

・姿勢態度に関しては、リーダーシップ（自主性・チャレンジ精神）やコラボレーション（共感性）のスコアが相対的に高い点も特長と言えそうである。

・姿勢態度のスコアを反映してか、学生意識調査（アンケート）では、大学志望度や学びの意欲にも高い傾向が出ており、目的意識を持った学生像が推察された。

在校生

・新入生同様、大学全体・全国データと比較して、思考力への強みがうかがえた。
また、同一学生の結果ではないが、2年次、3年次、4年次とスコアの広がりが確認できる項目もあり、今後のパネルデータの積み上がりに期待が持てる。

・経験の項目においては、大学全体・全国データと比較して、スコアが低い項目が確認でき、学生の経験の積み上がりの実感値が低い可能性が見受けられた。

・学生意識調査（アンケート）では、就職に関する項目で不安を感じる割合が一定確認できるなど、就職支援の方向性に関しても議論の余地が見受けられそうである。

■スコア結果概要
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独自設問一覧

設問項目 新入生 在校生

8つの力の習得度①
経験や学修から得られた知識・教養に基づく倫理観

【主観評価】
現時点でどの程度身に付けられ
ていると思いますか。

【主観評価】
どの程度身に付いたと思いま
すか。

8つの力の習得度②
世界情勢を理解し，国際社会が直面している問題を説明する力

8つの力の習得度③
得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をする力

8つの力の習得度④
事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案する力

8つの力の習得度⑤
あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦する力

8つの力の習得度⑥
他者の意見を聴いて理解し，自分の考えを伝える力

8つの力の習得度⑦
集団の中で連携しながら，協働者の力を引き出し，
その活動を支援する力

8つの力の習得度⑧
自分の学修経験を振り返って，その結果から自己を高める力
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度①経験や学修から得られた知識・教養に基づく倫理観」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度②世界情勢を理解し，国際社会が直面している問題を説明する力」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度③得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をする力」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度④事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案する力」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度⑤あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦する力」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度⑥他者の意見を聴いて理解し，自分の考えを伝える力」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度⑦集団の中で連携しながら，協働者の力を引き出し，その活動を支援する力」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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学生意識調査 1.2.3.4年生 設問「8つの力の習得度⑧自分の学修経験を振り返って，その結果から自己を高める力」

【新入生】現時点でどの程度身に付けられていると思いますか。

【在校生】どの程度身に付いたと思いますか。
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【参考】8つの力達成度の検証イメージ（例：③得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をする力 ）

■2023年度1年生 ■2023年度4年生

【主観】8つの力到達度評価（アンケート結果）
：設問「8つの力の習得度③得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をする力」
がどれくらい身についているか？

情報の精査・整理・応用する力を測定している思考力総合（客観）スコア※10刻みと8つの力の（主観）到達度評価のクロス分析を1年次・4年次で比較した。
同一学生の比較ではないものの、以下の点がうかがえる。
①1年次と比較して、4年次には思考力客観スコアが高い学生ほど「身についた」と回答している割合が高くなっており、階段状に積みあがっている。
②1年次と比較して、4年次には「（あまり）身についていない」というネガティブな回答の割合が減少している。

【客観】GPSｰA：思考力総合（10刻みスコア）
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結果サマリ（再掲）

学年 結果

新入生

・大学全体・全国データと比較して、思考力への強みがうかがえた。
特に、入試区分別スコア平均を確認すると、一般選抜・付属系列校推薦を中心に、思考力の高い学生が入学している傾向が分かってきた。

・姿勢態度に関しては、リーダーシップ（自主性・チャレンジ精神）やコラボレーション（共感性）のスコアが相対的に高い点も特長と言えそうである。

・姿勢態度のスコアを反映してか、学生意識調査（アンケート）では、大学志望度や学びの意欲にも高い傾向が出ており、目的意識を持った学生像が推察された。

在校生

・新入生同様、大学全体・全国データと比較して、思考力への強みがうかがえた。
また、同一学生の結果ではないが、2年次、3年次、4年次とスコアの広がりが確認できる項目もあり、今後のパネルデータの積み上がりに期待が持てる。

・経験の項目においては、大学全体・全国データと比較して、スコアが低い項目が確認でき、学生の経験の積み上がりの実感値が低い可能性が見受けられた。

・学生意識調査（アンケート）では、就職に関する項目で不安を感じる割合が一定確認できるなど、就職支援の方向性に関しても議論の余地が見受けられそうである。

結果

・各学年20％以上の学生が、
⑤「あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦する力」、⑥「他者の意見を聴いて理解し，自分の考えを伝える力」について「身についている」と回答していることが分かった。

・一方で、到達度が全体を通して相対的に低い（「身についている」と回答した学生割合が10％前後）のが、
①「経験や学修から得られた知識・教養に基づく倫理観」、および、②「世界情勢を理解し，国際社会が直面している問題を説明する力」であることも明らかとなった。

・興味深い点として、③「得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をする力」、④「事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案する力」、
⑧「自分の学修経験を振り返って，その結果から自己を高める力」は年次が上がるごとに「身についている」と回答する割合が階段状に上がっており、
実感値が積みあがっていると仮説を立てることも可能かもしれない。

■スコア結果概要

■8つの力の検証（学生主観評価）
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問題解決能力 芸術学部 1.2.3.4年生

・思考力 …全ての学年において、大学全体・全国平均を上回る結果となった。
・姿勢態度…自ら先頭に立って進める、未知の物に挑戦し、粘り強くやり抜く姿勢を示す【リーダーシップ】が相対的に高い傾向が見られる。
・経験 …気になる観点として【在校生】における経験の積み上がりが、大学全体・全国平均を下回っており、

学生の経験の積み上がり実感値に注目したい。

問題解決の質を左右する 思考力 問題解決に向かう 姿勢・態度

客観評価（スコア：0～100） 主観評価（達成度：0～100％）

問題解決の力を磨くための 経験

学年 受検対象
受検
人数

思考力
総合

批判的
思考力

協働的
思考力

創造的
思考力

レジリエン
ス

リーダー
シップ

コラボ
レーション

経験総合 自己管理 対人関係 計画・実行

ー
情報を抽出し
吟味する力

他者との共通点
違いを理解する力

情報を関連付け
類推する力

感情の抑制、
立ち直りの早さ

状況に応じ
冷静に対応する

姿勢

自ら先頭に立っ
て進める、

未知の物に挑
戦し、粘り強くや

り抜く姿勢

相手の立場に
立とうとし、他者
と関わろうとする

積極性

ー

挑戦する経験、
続ける経験、ス
トレスに対処す

る経験

多様性を受容
する経験、関係
性を築く経験、
議論する経験

課題を設定する
経験、解決策を
立案する経験、
実行・検証する

経験

1年生

23年度全国平均 - 42.4 42.3 43.5 41.1 48.1 47.2 49.8 56.9 54.4 60.2 56.1

大学全体平均 13093 41.6 41.9 42.1 39.7 48.8 47.4 49.5 57.3 54.4 60.6 57.0

芸術学部平均 692 45.5 44.3 48.2 44.5 48.0 49.6 50.6 59.3 55.4 65.0 57.4

2年生

23年度全国平均 - 42.7 42.9 43.6 41.1 48.2 46.7 48.4 55.9 52.8 58.7 56.2

大学全体 8832 42.3 42.9 42.1 40.2 48.3 46.9 47.9 55.9 52.9 58.3 56.6

芸術学部平均 385 46.0 45.5 47.2 45.6 46.9 48.2 48.0 54.9 50.8 59.4 54.5

3年生

23年度全国平均 - 44.3 44.5 45.5 43.0 48.6 47.3 48.9 55.9 52.2 59.6 55.9

大学全体 8709 44.3 44.9 44.6 42.5 49.1 47.6 48.7 56.4 52.5 59.9 56.8

芸術学部平均 388 47.8 47.4 49.8 47.0 47.3 48.2 48.2 54.5 49.5 60.5 53.5

4年生

23年度全国平均 - 44.8 45.4 45.6 43.1 50.6 49.9 50.2 59.7 56.3 63.2 59.4

大学全体 7176 43.7 44.4 43.8 41.5 50.7 49.8 49.9 59.4 55.9 63.0 59.3

芸術学部平均 338 47.6 47.0 50.7 46.5 48.7 50.7 49.4 57.7 52.3 64.3 56.5

※23年度全国・全学データと比較し＋2.0以上のスコアを青、ー2.0以下のスコアを赤で表記しています。
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（参考）様々な比較指標

全国_同一学生パネルデータ（2022年度）

全国2020年度1年生 ― 44.7 42.3 43.9 47.7 48.4 48.1 50.6 58.4 56.8 60.7 57.8

全国2022年度3年生 ― 45.9 44.5 44.9 48.1 48.6 47.7 49.6 57.2 53.9 60.3 57.3

【差分】1年生→3年生 ＋1.2 ＋2.2 ＋1.0 ＋0.4 ＋0.2 -0.4 -1.0 -1.2 -2.9 -0.4 -0.5

全国_学問系統別データ（2022年度・単年）

全国_生活・芸術学系統 1年生 40.9 39.6 38.4 42.6 46.8 47.0 50.1 56.2 54.1 59.6 54.9

全国_生活・芸術学系統 2年生 41.1 39.6 39.0 43.3 47.3 46.9 49.6 55.9 52.8 59.4 55.4

全国_生活・芸術学系統 3年生 42.6 41.3 40.7 44.7 47.0 46.7 49.2 54.3 51.3 58.2 53.5

全国_生活・芸術学系統 4年生 39.6 37.1 38.4 41.6 48.5 48.2 49.4 56.6 53.6 60.5 55.8

おおむね上昇の傾向 自己管理が大きく下降維持・若干の下降

※各学年同一学生のデータではございませんのでご注意ください。
※学問系統別データは全国総計に比べn数に限りがあるため、データ精度を上げるべく2022年度（1年間）のデータを引用しております。

貴学2023年度GPS-Academic結果

思考力総合 批判的 協働的 創造的 レジリエンス リーダーシップ
コラボレーショ

ン
経験総合 自己管理 対人関係 計画実行

貴学部 1年生 45.5 44.3 48.2 44.5 48.0 49.6 50.6 59.3 55.4 65.0 57.4

貴学部 2年生 46.0 45.5 47.2 45.6 46.9 48.2 48.0 54.9 50.8 59.4 54.5

貴学部 3年生 47.8 47.4 49.8 47.0 47.3 48.2 48.2 54.5 49.5 60.5 53.5

貴学部 4年生 47.6 47.0 50.7 46.5 48.7 50.7 49.4 57.7 52.3 64.3 56.5
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【参考】問題解決能力 芸術学部 1年生 入試区分別

一般選抜・付属系列校推薦を中心に、思考力の高い学生が入学している傾向がうかがえる。
一方で、高い学生と低い学生のギャップが大きい点も今後の支援策として議論のテーマにもなりえそうである。
なお、姿勢態度の項目ではほとんどの入試区分でそのリーダーシップの高さが確認できており、入学する学生の特長として述べることができそうである。

問題解決の質を左右する 思考力 問題解決に向かう 姿勢・態度

客観評価（スコア：0～100） 主観評価（達成度：0～100％）

問題解決の力を磨くための 経験

※入試区分は学生が選択したものです ※N数が10名以下の入試区分は集計対象外です

1年生

23年度全国データ ー 42.4 42.3 43.5 41.1 48.1 47.2 49.8 56.9 54.4 60.2 56.1

00_一般選抜
（旧：一般入試）

249 47.8 46.2 50.9 47.4 48.6 49.7 51.0 60.2 56.2 66.1 58.3

20_学校推薦型選抜
（指定校推薦入試）

7 37.9 43.1 35.5 36.4 48.5 49.2 49.7 51.8 44.3 59.0 52.1

30_学校推薦型選抜
（付属・系列校推薦入
試）

124 45.0 44.7 47.1 43.1 47.7 48.1 49.7 57.9 54.9 62.9 55.9

40_学校推薦型選抜
（一般・公募推薦入試）

100 45.3 43.1 48.7 45.2 47.3 49.8 50.8 59.4 56.4 64.4 57.3

50_推薦（校友）
8 36.6 34.9 39.5 34.7 49.2 45.6 51.4 52.3 48.5 57.1 51.3

60_総合型選抜
（旧：AO入試）

180 44.4 43.0 47.6 43.6 47.6 50.3 50.7 59.2 54.2 65.9 57.6

80_留学生入試
17 34.7 39.1 28.8 27.7 48.7 51.0 48.8 62.4 61.7 63.8 61.7

90_その他
7 46.4 42.3 53.2 41.9 47.9 50.8 53.8 58.7 51.2 71.9 53.1

学年 受検対象
受検
人数

思考力
総合

批判的
思考力

協働的
思考力

創造的
思考力

レジリエン
ス

リーダー
シップ

コラボ
レーション

経験総合 自己管理 対人関係 計画・実行

ー
情報を抽出し
吟味する力

他者との共通点
違いを理解する力

情報を関連付け
類推する力

感情の抑制、立ち
直りの早さ状況に

応じ
冷静に対応する

姿勢

自ら先頭に立って
進める、

未知の物に挑戦し、
粘り強くやり抜く姿

勢

相手の立場に立と
うとし、他者と関わ
ろうとする積極性

ー
挑戦する経験、続
ける経験、ストレス
に対処する経験

多様性を受容す
る経験、関係性を
築く経験、議論す

る経験

課題を設定する
経験、解決策を

立案する経験、実
行・検証する経験

※23年度全国データと比較し＋2.0以上のスコアを青、ー2.0以下のスコアを赤で表記しています。
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思考力 定義・問題例

＜信頼性に関して＞
クロンバックのα係数による信頼性係数：0.77

情報を抽出し吟味する力

他者との共通点・違いを理解する力

情報を関連付け
る・類推する力
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1～4年生：思考力サマリー

思考力
総合

批判的
思考力

情報を抽出し
吟味する力

協働的
思考力

他者との共通点
違いを理解する力

創造的
思考力

情報を関連付け
類推する力

01_1年 45.5 44.3 48.2 44.5

02_2年 46.0 45.5 47.2 45.6

03_3年 47.8 47.4 49.8 47.0

04_4年 47.6 47.0 50.7 46.5

１～４年生：思考力総合スコア平均

同一学生のスコアではないが、思考力の各測定項目の平均スコアは年次が上がるごとに上昇している傾向がうかがえ、レーダーチャートが広がっていく様子も確認できた。

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

批判的思考力

協働的思考力創造的思考力

01_1年芸術学部 02_2年芸術学部 03_3年芸術学部 04_4年芸術学部
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1～4年生： 思考力度数分布
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思考力総合 批判的思考力 協働的思考力 創造的思考力
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2023

新入生に比べ
在校生のボリュー
ムゾーンに違いが

見られた
新入生に比べ

在校生のボリュー
ムゾーンに違いが

見られた
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1～4年生： 思考力 自己評価

情報を抽出し吟味する力（批判的） 情報を関連づける力・類推する力（創造的）他者との共通点・違いを理解する力（協働的）

12.6% 50.7% 19.5% 15.2%2.0%

01_1

年芸術

学部

39.9% 43.8% 9.4%5.9%1.0%

01_1

年芸術

学部

11.7% 35.0% 27.9% 23.6% 1.9%

01_1

年芸術

学部

15.1%

12.6%

11.2%

56.8%

54.6%

52.2%

13.3%

15.5%

18.2%

13.6%

15.2%

17.1%

1.2%

2.1%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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学部
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年芸術

学部

02_2

年芸術

学部

非常に自信がある やや自信がある どちらともいえない

あまり自信がない まったく自信がない
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04_4

年芸術
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03_3

年芸術

学部

02_2

年芸術

学部

非常に自信がある やや自信がある どちらともいえない

あまり自信がない まったく自信がない

各思考力で測定している力が現在どのくらい身についているか学生に問う自己評価のアンケートでは、
批判的思考力・創造的思考力への自己評価への肯定回答が年次が上がるごとに積みあがっている様子がうかがえた。
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姿勢態度 定義・問題例

＜信頼性に関して＞
周辺信頼性：「共感性」以外7項目:0.8以上、「共感性」:0.65
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45.0

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

レジリエンス

リーダーシップコラボレーション

01_1年芸術学部 02_2年芸術学部

03_3年芸術学部 04_4年芸術学部

1～4年生： 姿勢・態度サマリー

レジリエンス
感情の抑制

立ち直りの早さ
状況に応じ冷静に対応する姿勢

リーダーシップ
自ら先頭に立って進める
未知の物に挑戦する姿勢

粘り強くやり抜く姿勢

コラボレーション
相手の立場に

立とうとする姿勢
他者と関わろうとする積極性

01_1年 48.0 49.6 50.6

02_2年 46.9 48.2 48.0

03_3年 47.3 48.2 48.2

04_4年 48.7 50.7 49.4

・1・4年生に比べ、2・3年生の3項目の平均スコアが相対的に低くなっている。仮説として、入学後、学生の姿勢・意欲が下がるもしくは２極化してしまうなどの傾向が見られるかもしれない。
・また、在校生に比べ新入生コラボレーションのスコアが高く出ており、今年度１年生の特長と言えそうである。

１～４年生：姿勢態度スコア平均
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42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

ストレス耐性

回復力

自己統制・柔軟性

自主性・率先性

チャレンジ精神・開放性

持続力・誠実性・勤勉性

共感性

外向性・親和性

01_1年芸術学部 02_2年芸術学部 03_3年芸術学部 04_4年芸術学部

1～4年生： 姿勢・態度 詳細項目 スコア

レジリエンス
学部名 ストレス耐性 回復力 自己統制・柔軟性

01_1年 46.8 48.9 49.1

02_2年 45.8 47.4 48.8

03_3年 46.3 48.1 48.6

04_4年 48.2 48.3 50.0

リーダーシップ

学部名 自主性・率先性
チャレンジ精神・開

放性
持続力・誠実性・勤

勉性

01_1年 51.1 50.5 47.6

02_2年 49.9 49.1 46.7

03_3年 49.9 48.9 46.9

04_4年 51.6 50.7 49.5

コラボレーション
学部名 共感性 外向性・親和性

01_1年 51.0 50.1

02_2年 49.2 47.3

03_3年 49.2 47.6

04_4年 50.8 48.2

コラボレーション

リーダーシップ

レジリエンス

１～４年生：姿勢態度 詳細項目スコア平均
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1～4年生： 姿勢・態度度数分布

レジリエンス リーダーシップ コラボレーション
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４年生のボリュー
ムゾーンが他学

年に比べ高いスコ
ア帯にある

２・３年生のボ
リュームゾーンが
１・４年生と比
べて低いスコア帯

にある
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経験 定義・問題例

定義 小項目

自己管理

目標を掲げ、ストレスにも
適切に対処しながら、達成
に向けて粘り強く行動した
経験

挑戦する経験

続ける経験

ストレスに対処する経験

対人関係

異なる意見や価値観、行動
様式の違いを受け入れ、他
者との合意を形成しようと
した経験

多様性を受容する経験

関係性を築く経験

議論する経験

計画・実行
課題解決に必要なプロセ
ス、PDCAを適切に運用し
た経験

課題を設定する経験

解決策を立案する経験

実行・検証する経験

◆各項目の定義 ◆出題形式

45の質問項目について、自己評価を回答。

◆評価算出方法

◆項目設定における予備調査

・大学生向け実査
（1～4年生・進研ゼミや進研模試添削者 2012年5～8月）
・企業人の大学新卒者採用・育成に関する意識調査
（2012年5～8月）
・正課・課外授業の実践からの仮説立案
（年間7500コマ）

到達度5を大学卒業時の目標とし、
回答状況に応じて各経験について5段階で評価。
※達成率＝（尺度得点／満点）×100

「思考力」「姿勢・態度」の背景として、どのような経験を積み、行動してきたかを、受検者自身で振り返るアンケートです。
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1～4年生： 経験サマリー

経験総合
自己管理
挑戦する経験
続ける経験

ストレスに対処する経験

対人関係
多様性を受容する経験

関係性を築く経験
議論する経験

計画・実行
課題を設定する経験

解決策を立案する経験
実行・検証する経験

01_1年 59.3 55.4 65.0 57.4

02_2年 54.9 50.8 59.4 54.5

03_3年 54.5 49.5 60.5 53.5

04_4年 57.7 52.3 64.3 56.5

・新入生に比べ、在校生のスコアが低く出ているのがうかがえる。
これは全国の連続データにも同様の傾向が見られ、学生が課外活動などを通じて、自身の経験を相対的に見ることで自己評価を調整（時に過小評価）する傾向が見られるのかもしれない。

１～４年生：経験総合スコア平均

40
42
44
46
48
50
52
54
56
58
60
62
64
66

自己管理

対人関係計画・実行

01_1年芸術学部 02_2年芸術学部

03_3年芸術学部 04_4年芸術学部



© Benesse i-Career Co., Ltd.  All Rights Reserved. 45

40
42
44
46
48
50
52
54
56
58
60
62
64
66
68
70
72
74

挑戦する経験

続ける経験

ストレスに対処する経験

多様性を受容する経験

関係性を築く経験議論する経験

課題を設定する経験

解決策を立案する経験

実行・検証する経験

01_1年芸術学部 02_2年芸術学部

03_3年芸術学部 04_4年芸術学部

1～4年生： 経験 詳細項目 スコア

自己管理

学部名 挑戦する経験 続ける経験
ストレスに対処する

経験

01_1年 58.5 55.2 52.3

02_2年 55.7 50.3 46.5

03_3年 52.6 47.1 48.7

04_4年 56.0 50.6 50.3

対人関係

学部名
多様性を受容

する経験
関係性を築く経験 議論する経験

01_1年 72.9 61.5 60.7

02_2年 67.5 55.5 55.2

03_3年 70.2 55.0 56.3

04_4年 72.5 59.6 60.7

計画・実行

学部名
課題を設定す

る経験
解決策を立案する

経験
実行・検証する

経験

01_1年 61.4 58.6 52.3

02_2年 59.0 55.5 48.9

03_3年 58.5 55.8 46.3

04_4年 61.5 57.3 50.5

１～４年生：経験 詳細項目スコア平均

自己管理計画・実行

対人関係
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1～4年生： 経験度数分布
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学びへの意欲

学部名 学びへの意欲

01_1年芸術学部 76.2

02_2年芸術学部 72.1

03_3年芸術学部 71.7

04_4年芸術学部 73.4

「正解」のない課題であっても、前向きに取り組もうとする 普段から自分なりの意見や視点を持とうとしている

高い目標を持って学ぼうと思っている

失敗しそうであっても、いろいろなことに挑戦してみたい 考え方や立場の異なるさまざまな人と交流したい

42.9%

42.3%

37.7%

45.6%

39.7%

48.6%

10.1%

14.9%

12.7%

1.5%

3.1%

1.0%

0% 50% 100%

04_…

03_…

02_…

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

60.9%

58.0%

55.3%

34.3%

33.2%

35.8%

4.4%

8.0%

7.8%

0.3%

0.8%

1.0%

0% 50% 100%

04_…

03_…

02_…

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

27.2%

29.1%

26.0%

45.3%

41.0%

43.6%

23.1%

25.0%

26.2%

4.4%

4.9%

4.2%

0% 50% 100%

04_…

03_…

02_…

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

41.4%

40.5%

39.0%

42.0%

39.7%

38.2%

14.5%

17.0%

19.2%

2.1%

2.8%

3.6%

0% 50% 100%

04_…

03_…

02_…

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

29.0%

27.8%

32.2%

42.9%

43.8%

46.8%

24.6%

23.2%

18.7%

3.6%

5.2%

2.3%

0% 50% 100%

04_…

03_…

02_…

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

47

43.8% 41.0% 13.9%1.3%01_… 59.8% 32.5% 6.6%1.0%01_…

33.5% 40.3% 23.0% 3.2%01_… 53.3% 31.1% 13.7%1.9%01_…

42.9% 41.2% 13.6%2.3%01_…

GPS-Academicでは、学びへの向き合い方に関する
学生へのアンケート回答（主観評価）をスコア化して
【学びへの意欲】という項目を設けている。

貴学においては、全ての対象のアンケート項目に関して、
肯定回答が7割を超えている点が確認できる。

一方で、全ての対象のアンケート項目において、
【非常に当てはまる】の回答割合が最も高いのが
1年生で、その後その割合が減少しているのが確認できた。
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学生意識調査

【新入生】学生意識調査 設問「大学選択に役立った情報源」

■
学
生
意
識
調
査

新
入
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

大学選択に役立った情報源

AP/CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先…）

力を入れたいこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

専門ゼミ/研究室への所属状況

力を入れたいこと

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学志望度/学部・学科志望度/大学納得度

興味関心の一致度

学生生活への不安

再受験・退学の検討

居住形態/通学時間

卒業後の進路/進路への準備状況

独自設問

【1年生】大学選択に役立った情報源

2.7% 9.7% 4.2% 10.1%1.5% 20.1% 1.9% 18.1% 7.0% 5.5%8.2%5.3% 3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進学情報誌 進学情報ウェブサイト

進学説明会 大学の学部案内パンフレット

大学の総合案内パンフレット 大学のホームページ

大学のSNS 大学のオープンキャンパス

家族・親戚の勧め 先輩や友人などの話

高校の先生との面談や話 予備校や塾からの情報

その他 特にない・わからない

3.1%

3.9%

4.6%

5.8%

5.4%

4.5%

4.8%

9.5%

9.0%

12.3%

9.8%

9.8%

5.1%

4.0%

3.8%

3.0%

3.5%

3.5%

9.2%

11.2%

12.8%

9.1%

9.4%

10.0%

6.0%

8.0%

5.8%

5.0%

7.3%

8.4%

13.7%

17.9%

16.7%

18.2%

15.6%

17.4%

1.9%

1.5%

1.1%

1.6%

2.2%

1.7%

26.2%

19.3%

14.7%

9.1%

9.4%

14.2%

6.2%

4.5%

7.5%

4.9%

4.7%

5.0%

6.4%

3.7%

4.2%

4.2%

6.6%

4.5%

12.2%

10.4%

10.3%

14.2%

13.9%

12.3%

0.7%

2.5%

5.0%

5.9%

5.1%

3.7%

3.4%

2.4%

3.5%

5.2%

5.7%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

生活・芸術

医歯薬

理工

社会科学

人文科学

芸術学部
1年生

・全国の割合と比べ、【大学のホームページ】を「大学選択に役立った情報源」として挙げる学生の割合が高い。
・一方、【高校の先生との面談や話】の割合は全国と比較して相対的に割合が低い結果となった。

※使用している全国データは2022年度のものです
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【新入生】学生意識調査 設問「大学志望度」

■
学
生
意
識
調
査

新
入
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

大学選択に役立った情報源

AP/CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先…）

力を入れたいこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

専門ゼミ/研究室への所属状況

力を入れたいこと

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学志望度/学部・学科志望度/大学納得度

興味関心の一致度

学生生活への不安

再受験・退学の検討

居住形態/通学時間

卒業後の進路/進路への準備状況

独自設問

85.3% 8.5% 6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023

第一志望 第二志望 第三志望以下

【1年生】大学志望度

学生意識調査

81.8%

74.0%

59.6%

48.4%

56.8%

61.0%

10.0%

16.1%

21.6%

24.6%

23.1%

22.3%

8.2%

9.9%

18.8%

27.0%

20.1%

16.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

生活・芸術

医歯薬

理工

社会科学

人文科学

第一志望 第二志望 第三志望以下

大学志望度は全国・学問系統別に見ても【第一志望】の割合が高いことが確認できる。

芸術学部
1年生

※使用している全国データは2022年度のものです
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【新入生】学生意識調査 設問「DP理解度：将来に必要な学びを得ることができると思うか？」

■
学
生
意
識
調
査

新
入
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

大学選択に役立った情報源

AP/CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先…）

力を入れたいこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

専門ゼミ/研究室への所属状況

力を入れたいこと

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学志望度/学部・学科志望度/大学納得度

興味関心の一致度

学生生活への不安

再受験・退学の検討

居住形態/通学時間

卒業後の進路/進路への準備状況

独自設問

【1年生】あなたが通う大学で、自分の将来に必要な学びを得ることができると思う

81.0% 17.2% 0.9%0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

学生意識調査

67.2%

71.5%

80.1%

55.7%

50.5%

58.5%

29.1%

26.5%

18.6%

39.9%

44.3%

37.2%

3.0%

1.7%

1.1%

3.7%

4.2%

3.6%

0.7%

0.4%

0.2%

0.7%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

生活・芸術

医歯薬

理工

社会科学

人文科学

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

実に80％以上の学生が「大学で将来に必要な学びを得ることができる」という問いに対して【非常にあてはまる】と回答しており、
これは全国の生活・芸術学系統の回答よりも高いことが分かっている。
学生の大学に対する期待値の高さが現れているといえる。

芸術学部
1年生

※使用している全国データは2022年度のものです
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【新入生】学生意識調査 設問「再受験・退学の検討」

■
学
生
意
識
調
査

新
入
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

大学選択に役立った情報源

AP/CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先…）

力を入れたいこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

専門ゼミ/研究室への所属状況

力を入れたいこと

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学志望度/学部・学科志望度/大学納得度

興味関心の一致度

学生生活への不安

再受験・退学の検討

居住形態/通学時間

卒業後の進路/進路への準備状況

独自設問

他大学の再受検や退学を検討している

1.3%
2.7% 6.8% 89.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023

学生意識調査

約9名

1.9%

1.1%

1.4%

2.4%

2.6%

1.6%

4.3%

2.9%

3.1%

5.7%

5.4%

4.0%

13.1%

10.7%

9.8%

17.2%

14.3%

12.4%

80.6%

85.3%

85.7%

74.6%

77.7%

82.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

生活・芸術

医歯薬

理工

社会科学

人文科学

非常にあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

再受験・退学の検討に対して【非常に当てはまる】と回答している割合は、全国と同水準といってよい。

※使用している全国データは2022年度のものです
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【新入生・在校生共通】学生意識調査 設問「履修選択の考え方」

■
学
生
意
識
調
査

新
入
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

大学選択に役立った情報源

AP/CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先…）

力を入れたいこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

専門ゼミ/研究室への所属状況

力を入れたいこと

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学志望度/学部・学科志望度/大学納得度

興味関心の一致度

学生生活への不安

再受験・退学の検討

居住形態/通学時間

卒業後の進路/進路への準備状況

独自設問

4.6% 10.4% 13.8% 37.3% 33.9%2023

A. あまり興味がなくても、単位を楽に取れる授業がよい
B. 単位を取るのが難しくても、自分の興味のある授業がよい

学生意識調査

8.5%

10.1%

10.2%

18.9%

16.7%

17.0%

14.2%

13.9%

17.5%

31.5%

40.2%

32.9%

26.8%

19.1%

22.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

04_4年芸術学部

03_3年芸術学部

02_2年芸術学部

Aにあてはまる Aにややあてはまる どちらともいえない Bにややあてはまる Bにあてはまる

01_1年芸術学部

【あまり興味がなくても、単位を楽に取れる授業がよい】と回答する、いわゆる「楽単志向性」の割合は、
2年次以降上昇することが仮説として立てられる。
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【在校生】学生意識調査 設問「成長実感」

学びへの意欲

■
学
生
意
識
調
査

在
校
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先）

入学後のイメージ変化/成長実感/おすすめ度

大学教育の満足度（カリキュラム/授業内容…）

教育施設の利用度（図書館…）

授業の役立ち度（問題解決力…）

カリキュラム評価（授業レベル高vs低…）

力を入れたこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学納得度

興味関心の一致度

再受験・退学の検討

適応状況（友人/教員/校風・雰囲気）

困っていること

居住形態

卒業後の進路、進路への準備状況

独自設問

46.1%

39.1%

36.4%

47.9%

48.6%

50.4%

5.0%

10.4%

11.9%

0.9%

1.9%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

04_4年芸術学部

03_3年芸術学部

02_2年芸術学部

強く実感する やや実感する あまり実感しない まったく実感しない

成長実感

学生意識調査

年次が上がるごとに成長を【強く実感する】と回答する割合が増加している様子がうかがえる。
肯定回答した学生へはその【背景】を、消極回答した学生へは自身が学生生活で経験した取り組みの【言語化】の支援が重要と言える。
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【新入生・在校生共通】学生意識調査 設問「卒業後の希望進路」

■
学
生
意
識
調
査

新
入
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

大学選択に役立った情報源

AP/CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先…）

力を入れたいこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

専門ゼミ/研究室への所属状況

力を入れたいこと

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学志望度/学部・学科志望度/大学納得度

興味関心の一致度

学生生活への不安

再受験・退学の検討

居住形態/通学時間

卒業後の進路/進路への準備状況

独自設問

専門領域と希望進路との関係

49.0% 36.0% 8.3%0.6%0.7%5.3%2023

学生意識調査

30.6%

36.3%

40.2%

37.2%

36.3%

35.3%

21.5%

16.7%

13.2%

5.0%

3.3%

0.8%

0.9%

0.5%

1.3%

4.7%

6.8%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

04_4

年芸…

03_3

年芸…

02_2

年芸…

大学で学ぶ専門分野と直結した職業に必ず就きたい

大学で学ぶ専門分野と直結した職業に就くことを望んでいるが、それ

以外の職業でも構わない

大学で学ぶ専門分野と直結するかどうかにはこだわらない

大学で学ぶ専門分野とは関係のない職業に就きたい

その他

わからない・未定

01_1
年芸…

年次が上がるごとに【専門領域と希望進路との関係】を問う設問への「専門分野と直結した職業」へこだわる割合が減少傾向にある点がうかがえる。
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【在校生】学生意識調査 設問「困っていること」

学びへの意欲

■
学
生
意
識
調
査

在
校
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先）

入学後のイメージ変化/成長実感/おすすめ度

大学教育の満足度（カリキュラム/授業内容…）

教育施設の利用度（図書館…）

授業の役立ち度（問題解決力…）

カリキュラム評価（授業レベル高vs低…）

力を入れたこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学納得度

興味関心の一致度

再受験・退学の検討

適応状況（友人/教員/校風・雰囲気）

困っていること

居住形態

卒業後の進路、進路への準備状況

独自設問

20.2%

16.7%

23.7%

18.9%

25.1%

17.5%

45.1%

38.5%

29.1%

0.9%

1.4%

3.0%

3.2%

6.0%

11.1%

4.4%

4.9%

6.2%

5.7%

4.1%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

04_4

年芸術

学部

03_3

年芸術

学部

02_2

年芸術

学部

困っていることはない

やりたいこと（就職・進路面）が見つからない

希望する進路に進めるか不安

授業についていけない

学びたいことが見つからない

学びたいことが学べていない

教員との人間関係

友人、異性、先輩・後輩との人間関係

経済的な事情

その他

困っていること

学生意識調査

P54の専門分野と職業のかかわりのアンケート推移と合わせて、「困っていること」への【キャリア・進路】への割合の増加が確認できる。
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学生意識調査 在校生 設問「大学教育の満足度（キャンパス環境・学生サービス＋就職・進路支援）」

学びへの意欲

■
学
生
意
識
調
査

在
校
生
版

設
問
一
覧

大学の魅力

CP/DP理解度

履修選択の考え方（楽単vs興味優先）

入学後のイメージ変化/成長実感/おすすめ度

大学教育の満足度（カリキュラム/授業内容…）

教育施設の利用度（図書館…）

授業の役立ち度（問題解決力…）

カリキュラム評価（授業レベル高vs低…）

力を入れたこと

読書量/自習時間

学びへの取組（予習・復習…）

身に付けたい英語のレベル/留学経験/留学意向

大学納得度

興味関心の一致度

再受験・退学の検討

適応状況（友人/教員/校風・雰囲気）

困っていること

居住形態

卒業後の進路、進路への準備状況

独自設問

10.7%

13.1%

17.3%

49.5%

51.6%

49.6%

25.6%

23.8%

19.9%

8.2%

5.5%

6.5%

6.0%

6.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

04_4年…

03_3年…

02_2年…

とても満足している まあ満足している あまり満足していない まったく満足していない わからない・該当しない

キャンパス環境・学生サービス

就職・進路支援

8.8%

12.8%

10.8%

36.9%

48.1%

33.2%

25.9%

11.5%

7.0%

6.6%

4.4%

1.9%

21.8%

23.2%

47.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

04_4年…

03_3年…

02_2年…

とても満足している まあ満足している あまり満足していない まったく満足していない わからない・該当しない

学生意識調査

【キャリア・進路】への困りごとを回答する割合が上がる（p55参照）一方、大学教育の満足度の中でも【就職・進路支援】の満足度の割合は
他サービスと比較して高くない点も注目される。
特に、【わからない・該当しない】が回答内訳の中でも大きな割合を占めており、そのサービスへのアクセスが十分でない状況がうかがえる。



© Benesse i-Career Co., Ltd.  All Rights Reserved. 57

【クロス分析】在校生の成長実感と満足度の関係（成長を実感している学生は何に満足しているのか）

学生意識調査



© Benesse i-Career Co., Ltd.  All Rights Reserved. 58

【クロス分析】在校生の成長実感と満足度の関係（成長を実感している学生は何に満足しているのか）

学生意識調査
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【クロス分析】在校生の成長実感と満足度の関係（成長を実感している学生は何に満足しているのか）

学生意識調査
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【クロス分析】在校生の成長実感と満足度の関係（成長を実感している学生は何に満足しているのか）

学生意識調査




